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　（
文
書
質
問
） 

第
22
条
　
議
員
は
、
政
策
、
施
策
等

を
よ
り
深
く
理
解
す
る
た
め
に
、

会
期
中
又
は
閉
会
中
に
か
か
わ
ら
ず
、

議
長
を
経
由
し
て
市
長
等
に
対
し

て
文
書
に
よ
り
質
問
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、

市
長
等
は
、
文
書
に
よ
り
回
答
を

行
う
も
の
と
す
る
。 

　（
市
長
等
に
よ
る
政
策
等
の
形
成
過

程
の
説
明
） 

第
23
条
　
議
会
は
、
市
長
等
が
提
案

す
る
重
要
な
政
策
、
計
画
、
施
策
、

事
業
等
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
政

策
等
」
と
い
う
。）
に
つ
い
て
、
議

会
審
議
に
お
け
る
論
点
を
明
確
に

す
る
た
め
、
市
長
等
に
対
し
、
次

に
掲
げ
る
事
項
の
説
明
を
求
め
る

こ
と
が
で
き
る
。 

�
政
策
等
を
必
要
と
す
る
背
景 

�
提
案
に
至
る
ま
で
の
経
緯 

�
総
合
計
画
に
お
け
る
根
拠
又
は

位
置
付
け 

�
他
の
自
治
体
の
類
似
す
る
政
策

等
と
の
比
較
検
討 

�
市
民
参
加
の
実
施
の
有
無
及
び

そ
の
内
容 

�
関
係
法
令
及
び
条
例
等 

�
政
策
等
の
実
施
に
係
る
財
源
措

置 

	
将
来
に
わ
た
る
効
果
及
び
費
用 

　（
予
算
及
び
決
算
に
お
け
る
政
策
説

明
資
料
の
作
成
） 

第
24
条
　
議
会
は
、
市
長
が
予
算
案

及
び
決
算
を
議
会
に
提
出
し
、
議

会
の
審
査
に
付
す
に
当
た
っ
て
は
、

市
長
に
対
し
施
策
別
又
は
事
業
別

の
分
か
り
や
す
い
政
策
説
明
資
料

を
作
成
し
、
説
明
す
る
よ
う
求
め

る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

第
6
章
　
議
員
定
数
及
び
議
員
報
酬 

　（
議
員
定
数
） 

第
25
条
　
法
第
91
条
第
１
項
の
規

定
に
基
づ
く
議
会
の
議
員
の
定
数
（
以

下
こ
の
条
に
お
い
て
「
議
員
定
数
」

と
い
う
。）
は
、
議
会
制
民
主
主
義

に
お
け
る
重
要
な
要
素
で
あ
る
こ

と
に
照
ら
し
、
市
民
の
意
見
が
市

政
に
十
分
に
反
映
さ
れ
、
住
民
自

治
を
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
る
数

と
す
る
。 

２
　
議
会
は
、
議
員
定
数
の
改
定
に

当
た
っ
て
は
、
十
分
な
審
議
時
間

を
確
保
し
、
議
会
改
革
の
本
旨
を

踏
ま
え
た
、
市
政
の
現
状
、
将
来

の
予
測
等
を
考
慮
し
、
市
民
の
意

見
を
尊
重
し
た
上
で
、
検
討
す
る

も
の
と
す
る
。 

３
　
議
員
定
数
は
、
足
利
市
議
会
議

員
定
数
条
例
（
平
成
14
年
足
利
市

条
例
第
32
号
）
で
定
め
る
も
の
と

す
る
。 

　（
議
員
報
酬
） 

第
26
条
　
議
会
は
、
議
員
報
酬
の
額

の
改
定
を
行
う
に
当
た
っ
て
は
、

足
利
市
特
別
職
報
酬
等
審
議
会
条

例
（
昭
和
39
年
足
利
市
条
例
第
53

号
）
第
２
条
に
規
定
す
る
足
利
市

特
別
職
報
酬
等
審
議
会
の
意
見
を

尊
重
す
る
も
の
と
す
る
。 

２
　
議
員
報
酬
は
、
特
別
職
の
職
員

等
の
給
与
に
関
す
る
条
例
（
昭
和

26
年
足
利
市
条
例
第
14
号
）
で
定

め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。 

 

第
7
章
　
議
会
の
補
助
的
機
構
等 

　（
議
会
図
書
室
） 

第
27
条
　
議
会
は
、
議
員
の
政
策
立

案
能
力
等
の
向
上
及
び
調
査
研
究

の
推
進
の
た
め
、
法
第
100
条
第
19

項
の
規
定
に
よ
り
附
置
す
る
議
会

図
書
室
の
充
実
に
努
め
る
も
の
と

す
る
。 

２
　
議
会
図
書
室
の
運
営
に
関
し
必

要
な
事
項
は
、
足
利
市
議
会
図
書

室
規
程
（
昭
和
27
年
５
月
10
日

公
布
）
で
定
め
る
も
の
と
す
る
。 

　（
議
会
事
務
局
の
体
制
整
備
） 

第
28
条
　
議
会
は
、
議
員
の
政
策
立

案
等
の
能
力
向
上
を
図
る
た
め
、

議
会
事
務
局
の
調
査
及
び
法
務
機

能
の
充
実
強
化
を
図
る
よ
う
努
め

る
も
の
と
す
る
。 

 

第
8
章
　
最
高
規
範
性
及
び
検
証 

　（
最
高
規
範
性
） 

第
29
条
　
こ
の
条
例
は
、
議
会
に
お

け
る
最
高
規
範
で
あ
っ
て
、
議
会
は
、

こ
の
条
例
の
趣
旨
に
反
す
る
議
会

の
条
例
、
規
則
等
を
制
定
し
て
は

な
ら
な
い
。 

　（
達
成
状
況
の
検
証
） 

第
30
条
　
議
会
は
、
一
般
選
挙
後
、

速
や
か
に
、
こ
の
条
例
の
目
的
が

達
成
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
に
つ

い
て
、
議
会
運
営
委
員
会
に
お
い

て
検
証
す
る
も
の
と
す
る
。 

２
　
議
会
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る

検
証
の
結
果
に
基
づ
き
、
こ
の
条

例
の
改
正
を
含
む
適
切
な
措
置
を

講
ず
る
も
の
と
す
る
。 

 

　
　
　
附
　
則 

　
こ
の
条
例
は
、
平
成
25
年
6
月

19
日
か
ら
施
行
す
る
。 

  

◆
平
成
25
年
8
月
1
日
発
行
の 

市
議
会
だ
よ
り
（
第
325
号
）
に
掲
載 

足
利
市
議
会
基
本
条
例
を

制
定
し
ま
し
た 

足
利
市
議
会
基
本
条
例
を

制
定
し
ま
し
た 



▲「道の駅」の機能 

問 市
長
・
福
祉
部
長 

市
長
・
福
祉
部
長 

問 福
祉
部
長 

福
祉
部
長 

問 都
市
建
設
部
長 

都
市
建
設
部
長 

問 市
　
長 

市
　
長 

問 

産
業
観
光
部
長 

産
業
観
光
部
長 

中島 由美子 
議 員 

みらいクラブ 

平塚　 茂 
議 員 

公明党議員会 

○
元
気
高
齢
者
施
策
に
つ
い
て 

・
介
護
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ポ
イ
ン
ト

制
の
導
入 

○
健
康
施
策
に
つ
い
て 

・
ピ
ロ
リ
菌
の
検
査
、
除
菌
の
推
進 

・
成
人
風
疹
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
推
進 

○
防
災
対
策
に
つ
い
て 

・
竜
巻
対
策 

・
大
型
台
風
や
集
中
豪
雨
に
よ
る
市
街

地
　
水
対
策 

○
教
育
・
保
育
環
境
整
備
に
つ
い
て 

・
学
校
、
保
育
所
の
校
庭
・
園
庭
の
芝

生
化 

・
普
通
教
室
の
エ
ア
コ
ン
の
設
置 

政
策
倶
楽
部
代
表
質
問 

小
林
　
雅
明
　
議
員 

○
市
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て 

・
市
長
選
挙 

・
市
長
選
挙
に
お
け
る
公
約
と
所
信
表
明 

個
人
質
問 

尾
関
　
栄
子
　
議
員 

○
市
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て 

・
憲
法
を
暮
ら
し
に
生
か
し
、
地
方
自

治
法
に
の
っ
と
っ
た
市
政 

○
産
業
対
策
に
つ
い
て 

・
地
域
経
済
の
活
性
化
対
策 
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就
任
あ
い
さ
つ 

就
任
あ
い
さ
つ 

一
日
も
早
い
「
道
の
駅
」
の
建
設
を
！ 

     

　「
道
の
駅
」
は
、
一
つ
の
総
合
的

な
産
業
で
あ
る
と
考
え
、
商
業
、
農

業
、
観
光
な
ど
多
岐
に
わ
た
り
、
本
市
の

活
性
化
を
図
る
重
要
な
事
業
と
位
置
付
け

る
。
一
日
も
早
い
建
設
を
切
望
す
る
が
所

見
を
聞
き
た
い
。 

　
　
　
　
　
各
地
の
「
道
の
駅
」
で
は
、

休
憩
や
情
報
発
信
の
機
能
に
加
え
、
地
域

の
連
携
機
能
と
し
て
、
そ
の
地
域
の
文
化

や
名
所
、
特
産
品
等
を
活
用
し
た
多
様
な

サ
ー
ビ
ス
が
提
供
さ
れ
て
い
る
。
今
後
、

市
議
会
と
協
議
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。 

　
熱
、
光
、
か
お
り
、
音
を
感
じ
る

と
い
っ
た
「
五
感
」
や
「
感
覚
環
境
」

を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
新
し
い
視
点
か
ら
心

地
よ
い
暮
ら
し
を
実
現
し
て
い
く
「
ま
ち

づ
く
り
」
が
芽
生
え
つ
つ
あ
る
。
本
市
観

光
に
お
い
て
も
「
見
る
」「
食
べ
る
」「
遊

ぶ
」
な
ど
を
感
覚
の
視
点
で
工
夫
す
る
こ

と
に
よ
り
、
リ
ピ
ー
タ
ー
も
増
え
る
と
考

え
る
。「
五
感
感
覚
」
を
観
光
戦
略
に
取

り
入
れ
る
べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。 

　
　
　
　
　
　
　
　「
感
覚
環
境
」
に
よ

る
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
、
環
境
省
が
提

唱
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
五
感
を
十
分
に

使
っ
た
個
性
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

で
あ
る
が
、
今
後
本
市
に
お
い
て
も
五
感

の
新
し
い
切
り
口
で
観
光
施
策
を
検
討
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。 

　
風
疹
は
、
妊
婦
が
感
染
す
る
と
「
先

天
性
風
疹
症
候
群
」
と
し
て
心
臓
病
、

白
内
障
、
聴
力
障
が
い
な
ど
の
障
が
い
を

持
つ
子
供
が
生
ま
れ
る
可
能
性
が
高
い
と

さ
れ
る
。
県
内
多
く
の
市
町
が
、
成
人
向

け
に
接
種
の
助
成
を
始
め
た
が
、
本
市
で

も
実
施
す
べ
き
と
考
え
る
が
所
見
を
聞
き

た
い
。 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
妊
婦
へ
の
感
染
を

抑
制
す
る
た
め
に
は
、
予
防
接
種
を
受
け

る
こ
と
が
最
も
効
果
的
な
対
策
で
あ
る
。

子
育
て
世
代
で
予
防
接
種
の
機
会
が
な
か
っ

た
方
を
対
象
と
し
た
予
防
接
種
の
助
成
は
、

市
民
の
健
康
を
守
る
上
で
大
変
重
要
で
あ

る
と
認
識
し
て
い
る
。
ま
た
、
罹
患
者
が

増
加
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
感
染
の
拡
大

を
予
防
す
る
た
め
、
足
利
市
医
師
会
と
協

議
を
進
め
、
で
き
る
だ
け
早
く
要
望
に
こ

た
え
ら
れ
る
よ
う
前
向
き
に
検
討
し
て
い

き
た
い
。 

ピ
ロ
リ
菌
の
検
査
・
除
菌
に 

　
　
　
　
　
　
　
公
費
助
成
を
！ 

　
胃
が
ん
防
止
対
策
の
た
め
に
、
原

因
と
さ
れ
る
ピ
ロ
リ
菌
の
検
査
・
除

菌
は
有
効
で
あ
る
と
考
え
る
。
ピ
ロ
リ
菌

Ａ
Ｂ
Ｃ
リ
ス
ク
検
査
事
業
の
拡
充
や
検
査

費
用
の
公
費
助
成
、
中
学
生
・
高
校
生
へ

の
リ
ス
ク
検
査
を
無
料
で
実
施
す
べ
き
で

は
な
い
か
。 

　
　
　
　
　
　
ピ
ロ
リ
菌
検
査
の
拡
充
に

つ
い
て
は
、
試
行
的
に
実
施
し
た
検
査
の

結
果
を
十
分
検
証
す
る
中
で
、
足
利
医
師

会
と
協
議
し
な
が
ら
検
討
し
て
い
き
た
い
。

検
査
費
用
の
公
費
助
成
に
つ
い
て
は
、
今

回
の
試
行
に
伴
い
、
検
査
料
が
３
千
円
の

と
こ
ろ
、
市
で
２
千
700
円
の
助
成
を
す
る
。

ま
た
、
中
学
生
・
高
校
生
へ
の
検
査
の
無

料
実
施
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
学
校
に
お

け
る
健
康
診
断
の
検
査
項
目
に
ピ
ロ
リ
菌

検
査
は
入
っ
て
い
な
い
。
今
後
、
必
要
性

に
つ
い
て
研
究
し
て
い
く
。 

　
市
内
各
所
で
、
台
風
や
集
中
豪
雨

で
浸
水
す
る
箇
所
が
あ
る
が
、
現
状

の
把
握
と
改
善
策
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

ま
た
、
毛
野
新
町
で
は
、
毎
年
の
よ
う
に

道
路
に
水
が
あ
ふ
れ
て
し
ま
う
。
原
因
と

対
策
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。 

　
　
　
　
　
　
　
　
現
状
把
握
に
つ
い
て

は
、
集
中
豪
雨
や
大
型
台
風
等
で
発
生
し

た
浸
水
箇
所
は
117
箇
所
で
、
そ
の
う
ち

本
市
の
管
理
す
る
道
路
の
冠
水
は
83
箇


